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ここで f ���� �� 	であり，enは微小量だから，上式の分子・分母において最高次の項だけを取ると，
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となる。従ってニュートン法は �次収束する。
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のほうが，収束が速い。
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となる。ここで，�iは縮退のない固有値であり，かつ �i
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��� 式 ����を u
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となる。

��� 式 ����において，右辺の u
�n�
i���j，u
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i�j��の項の係数はすべて正であり（� � r � �で

�r � �だから u
�n�
i���j の係数も正であることに注意），かつ，加えると �になる。したがって，u

�n���
i�j を時

刻 �n����tでの格子点 �ri� �j�の温度と考えると，これは時刻 n�tでの隣り合う �点の温度の加重平均と

なっている。これより，nが大きくなるにつれて領域内での温度は平滑化されていき，定常的な温度分布，

すなわち元のラプラス方程式の解へと安定に近づいていくことがわかる。

	


